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東
京
天
草
郷
友
会 

第
１８
代
会
長　
　

堺　

亜
琉

　

日
頃
よ
り
、
東
京
天
草
郷
友
会
の
活
動
に
多
大

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
九
州
は
梅
雨
前
線
が
活
発
化
し
各
地
で
大

雨
と
な
り
、
皆
様
も
故
郷
の
被
害
状
況
が
気
掛
か

り
で
あ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
球
温
暖
化
の

影
響
が
日
常
生
活
ま
で
及
ん
で
き
て
い
ま
す
。
２１

世
紀
後
半
に
、
世
界
全
体
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２４
で
採
択

さ
れ
た
パ
リ
協
定
の
実
現
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
で
行
わ
れ
た
Ｇ
２０
が
閉
幕
し
ま
し

た
。
日
本
は
議
長
国
と
し
て
無
事
運
営
を
執
行
し

ま
し
た
が
具
体
的
な
成
果
は
少
な
く
、
世
界
経
済

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ

は
中
国
と
の
貿
易
摩
擦
、
そ
し
て
核
開
発
を
巡
る

イ
ラ
ン
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
お
り
、
安
倍
総
理

が
仲
介
役
と
し
て
日
本
の
首
相
と
し
て
は
４１
年
振

り
に
同
国
を
訪
問
す
る
も
、
長
い
紛
争
の
歴
史
と

民
族
と
宗
教
が
複
雑
に
絡
み
合
う
中
東
外
交
は
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
中
東
に
於
い
て
、
意
外
や
普
及
し
て
い
る

日
本
文
化
が
あ
り
ま
す
。
剣
道
・
柔
道
・
空
手
と

い
っ
た
日
本
の
武
道
で
す
。
各
国
に
武
道
の
指
導

に
赴
い
て
い
る
友
人
達
の
話
に
よ
る
と
、
特
に
ア

ラ
ブ
の
国
々
は
王
室
を
防
る
私
兵
は
皆
武
道
に
通

じ
、
中
で
も
空
手
は
武
器
を
も
た
ず
体
一
つ
で
攻

撃
と
防
御
が
出
来
る
こ
と
、
そ
し
て
肉
体
と
精
神

の
強
さ
が
磨
か
れ
る
こ
と
で
人
気
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
背
景
に
は
日
本
国
に
対
す
る
崇
拝
の
念

が
あ
る
そ
う
で
す
。
極
東
の
資
源
の
な
い
島
国
で

あ
る
日
本
が
、
明
治
維
新
後
に
世
界
の
列
強
国
と

な
り
、
１
９
４
５
年
の
敗
戦
後
は
廃
墟
の
中
か
ら

瞬
く
間
に
復
興
を
果
た
し
、
世
界
を
牽
引
す
る
姿

は
ア
ラ
ブ
諸
国
の
人
々
に
と
っ
て
は
驚
愕
の
至
り

で
あ
る
そ
う
で
す
。
今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
大
会
が
行
わ
れ
、
来
夏
は
い
よ
い
よ
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
更

な
る
日
本
文
化
の
発
信
に
繋
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

東
京
天
草
郷
友
会
に
は
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
伝

統
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
試
み
を
行
い
つ
つ
、
魅

力
あ
る
会
に
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
４
月

の
総
会
に
於
い
て
、
２
期
目
の
会
長
職
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
組
織
も
新
旧
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

体
制
を
組
み
、
各
部
門
が
自
立
し
た
活
動
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
衷
心
よ
り
お
祈
り
致
し
、
挨
拶
と
し
ま
す
。

堺　亜琉  会長
…「老」「壮」「青」のバランスが

とれていることが理想 …
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副
会
長
・
幹
事
長
挨
拶���

 

副
会
長　

桁
山
千
鶴
子
（
五
和
町
）

　

郷
友
会
太
田
至
（
第
１１
代
）
会
長

と
の
ご
縁
で
お
仲
間
に
入
れ
て
い
た

だ
き
、
数
十
年
経
ち
ま
す
。

　

私
の
大
好
き
な
言
葉
に
「
人
と
の

出
会
い
は
宝
な
り
」
が
あ
り
ま
す
。

郷
友
会
の
皆
様
と
の
出
会
い
の
中
で

計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
沢
山
の
楽
し
い

想
い
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
皆
様
に
感
謝
で
す
。

　

長
年
副
会
長
と
い
う
大
役
を
拝
命

し
て
い
な
が
ら
何
も
お
役
に
立
て
て

い
ま
せ
ん
が
…
ほ
っ
こ
り
と
し
た
暖

か
い
雰
囲
気
の
郷
友
会
の
空
間
で
、

こ
れ
か
ら
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

仲
間
の
絆
、
東
京
天
草
郷
友
会
の

益
々
の
飛
躍
と
皆
々
様
の
ご
活
躍
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

 

副
会
長　

柴
田 

治
美
（
苓
北
町
）

　

ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の
副

会
長
の
任
に
就
い
て
ア
ッ
と
い
う
間

の
１6
年
で
し
た
。

　

平
成
１5
年
鳥
羽
瀬
会
長
以
来
、
園

田
会
長
・
藤
川
会
長
・
現
任
の
堺
会

長
に
な
り
ま
す
が
、
歴
代
ど
の
会
長

も
高
い
見
識
と
し
っ
か
り
し
た
ポ
リ

シ
ー
を
お
持
ち
で
し
た
か
ら
、
そ
の

方
針
に
従
い
、
補
佐
し
て
い
け
ば
よ

か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
何
よ
り
も

楽
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
会
の
運
営

に
は
、
楽
し
い
と
い
う
事
は
ひ
と
つ

の
大
き
な
要
素
で
す
か
ら
、
例
年
の

行
事
、
会
合
を
通
し
て
会
長
を
補
佐

し
な
が
ら
有
意
義
な
会
に
し
て
、
次

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

副
会
長　

上
田 

幸
穂
（
天
草
町
）

　

会
員
の
皆
様
ご
機
嫌
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
の
度
図
ら
ず
も
東
京
天
草
郷
友

会
副
会
長
の
重
職
を
拝
命
し
た
上
田

幸
穂
（
天
草
町
高
浜
出
身
）
で
す
。

会
務
経
験
も
浅
く
能
力
・
人
徳
も
乏

し
い
こ
の
私
が
何
故
に
？
と
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
堺
会
長
の
熱
意
溢
れ
る

説
得
に
「
清
水
の
舞
台
」
を
想
い
つ

つ
お
引
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

些い
さ
さ

か
頼
り
な
い
と
お
感
じ
と
は
存

じ
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
会
の
更
な
る
発
展

を
目
指
し
、
精
進
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

幹
事
長　

塚
本 

浩
晴
（
松
島
町
）

　

こ
の
度
、
上
田
副
会
長
の
後
任
と

し
て
幹
事
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

塚
本
浩
晴
で
す
。

　

松
島
町
阿
村
の
出
身
で
、
上
京
し

て
3９
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
前
期
ま

で
副
幹
事
長
と
し
て
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
一
番

感
じ
る
と
こ
ろ
は
皆
様
の
天
草
を
愛

す
る
心
が
犇ひ

し

々ひ
し

と
伝
わ
っ
て
く
る
こ

と
で
す
。

　

最
も
歴
史
が
あ
る
と
さ
れ
る
東
京

天
草
郷
友
会
の
幹
事
長
と
し
て
そ
の

心
に
お
応
え
す
る
べ
く
皆
様
の
一
助

を
頂
き
任
務
に
邁
進
す
る
所
存
で

す
。
前
任
者
か
ら
見
れ
ば
大
変
な
若

輩
者
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

 

副
会
長　

荒
木 

親
洋
（
五
和
町
）

老
・
壮
・
青�

�

三
世
代
手
を
携
え
て

　

天
草
郷
友
会
の
幹
事
に
就
任
以

来
、
3０
有
余
年
間　

主
と
し
て
財
務

畑
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　

過
去
を
振
り
返
り
、
会
の
財
政
状

態
が
悪
化
、
す
な
わ
ち
年
会
費
収
入

及
び
維
持
会
費
の
収
入
が
ピ
ー
ク
時

（
会
費
収
入
は
平
成
８
年
の
１
，
２

０
５
，
０
０
０
円
、
維
持
会
費
は
平

成
６
年
の
６
７
０
，
０
０
０
円
）
の

半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
危

機
を
覚
え
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
古
く
て
新
し
い
問
題

で
す
が
、
三
世
代
が
歩
調
を
合
わ
せ

て
方
策
を
考
え
、
解
決
策
の
処
方
箋

を
講
じ
て
い
け
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
３１
年
度
定
期
総
会
・
懇
親
会
開
催���

平
成
３１
年
度「
東
京
天
草
郷
友
会
」総
会
・
懇
親
会
開
催
！

　

平
成
３１
年
４
月
２８
日（
日
）ホ
テ
ル
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
平
成
最
後
の
創
設
１
１
９
年　

平

成
３１
年
度
「
東
京
天
草
郷
友
会
」
定
期
総
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
故
郷
天
草
か
ら
の
多
く
の
御

来
賓
の
皆
様
を
は
じ
め
、
総
勢
１
７
０
余
名
の
御
参
加
者
の
皆
様
の
下
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
に
、
天
草
の
３
自
治
体
や
各
団
体
を
は
じ
め
、
東
京
熊
本
県
人
会
、
熊
本
県
東
京
事
務
所

等
か
ら
も
沢
山
の
皆
様
が
駆
け
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。
開
会
の
前
に
は
昨
年
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
て
、
参
加
者
全
員
で
故
人
の
御
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
に
お
き
ま
し
て
堺
会
長
の
御
挨
拶

が
あ
り
、　

本
年
度
は
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
、
皇

太
子
の
ご
即
位
な
ど
の
関
係
で
休
日
が
重
な
り
、

１０
連
休
の
狭
間
で
総
会
の
御
出
席
が
危
惧
さ
れ
ま

し
た
が
、
大
勢
の
ご
参
加
を
戴
い
た
こ
と
へ
感
謝

の
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
故
郷
天
草
で
は
天

城
橋
の
開
通
や
﨑
津
集
落
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連

遺
産
な
ど
が
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
が
決
定

す
る
な
ど
、
お
目
出
度
い
話
題
が
続
い
た
こ
と
に

お
祝
い
の
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
天
草
郷
友
会

の
事
業
と
し
て
は
、
第
２
回
の
ど
自
慢
大
会
が
盛

大
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
、
本
年
度
に
発
足
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
も
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
り
成
功
し
た
こ
と
、
女
性
部
会
主
催
の
バ
ス

旅
行
、
岩
崎
元
会
長
の
２０
年
来
の
ご
指
導
に
よ
る

俳
句
の
会
な
ど
、
活
発
な
活
動
が
会
員
の
皆
様
の

中
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
も
感
謝
の
意
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
本
年
度
の
会
計
報
告
が
坂
川
事
務

局
長
よ
り
な
さ
れ
、
本
日
の
総
会
の
場
に
お
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
柴
田
副
会
長
よ
り
新
年
度
の
新
会
長
候
補

と
し
て
堺
亜
琉
氏
が
幹
事
会
で
推
薦
さ
れ
た
こ
と

の
報
告
が
あ
り
、
総
会
に
お
い
て
満
場
一
致
を
以

っ
て
堺
氏
が
新
会
長
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
堺
新
会
長
よ
り
の
ど
自
慢
大
会
に
お
け

る
優
勝
の
有
明
町
チ
ー
ム
が
総
会
に
お
い
て
も
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
本
日
御
来
賓
の
皆
様
を
代
表
し

て
、
衆
議
院
議
員　

金
子
恭
之
様
の
秘
書
で
あ
る

大
串
様
、天
草
市
観
光
文
化
部
の
部
長
・
大
田
様
、

上
天
草
市
産
業
政
策
課
の
課
長
補
佐
・
高
橋
様
、

苓
北
町
副
町
長
・
山
﨑
様
、
熊
本
県
東
京
事
務
所

所
長
・
村
井
様
、
東
京
都
文
京
区
区
長
・
成
澤
様

よ
り
、
本
総
会
へ
の
お
祝
い
の
御
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

第
一
部
総
会
の
閉
会
の
辞
が
荒
木
副
会
長
よ
り

感
謝
の
お
言
葉
と
と
も
に
為
さ
れ
、
総
会
の
第
一

部
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
部
懇
親
会
が
開
始
さ
れ
、
乾
杯
の
音

頭
が
関
西
天
草
郷
友
会
連
絡
協
議
会
の
副
会
長
で

あ
る
溝
口
様
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
例
年
の
よ
う
に
、
歌
手
の
原
田
悠

里
さ
ん
、
逢
川
ま
さ
き
さ
ん
、
天
草
二
郎
さ
ん
に

よ
る
盛
大
な
歌
謡
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
東
京
牛
深
ハ
イ
ヤ
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ハ
イ

ヤ
節
踊
り
で
懇
親
会
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。そ
し
て
皆
様
お
楽
し
み
の
福
引
抽
選
会
で
は
、

た
く
さ
ん
の
景
品
が
提
供
さ
れ
、
く
じ
引
き
で
当

選
さ
れ
た
参
加
者
の
皆
様
の
笑
顔
が
最
後
ま
で
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

総
会
最
後
の
万
歳
三
唱
は
天
草
宝
島
観
光
協
会

会
長
・
永
田
様
に
よ
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
も
大
変
盛
り
上
が
っ
た
東
京
天
草
郷
友
会

の
総
会
で
し
た
。 

（
稲
田　

彰
典
）
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お祝い金内訳地域別総会出席人数
地 域 人数 地域 人数

天 草 １０ 本渡 １７

有 明 １２ 姫戸 ９

五 和 １３ 松島 ７

牛 深 ７ 龍ヶ岳 ８

大矢野 ３ 苓北 ６

河 浦 ７ 牛深ハイヤの会 １０

倉 岳 ２ 会友 １０

御所浦 ６ 来賓
（�地域会会長・
天草・関西・
東京）

２６
新 和 １２

栖 本 ２ 合　計 １６７

名前（団体名） お祝い金 名前（団体名） お祝い金
１ 衆議院議員（金子恭之） １０，０００ １９ 関東御所浦会 １０，０００
２ 天草市 １０，０００ ２０ 東京牛深会 １０，０００
３ 上天草市 １０，０００ ２１ 関東ふるさと栖本会 １０，０００
５ 苓北町 １０，０００ ２２ 東京本渡会 １０，０００
６ 天草宝島観光協会 １０，０００ ２３ 岩崎八男 ２０，０００
７ 熊本県東京事務所 ５，０００ ２４ 園田峯生 ２０，０００
８ 文京区 １０，０００ ２５ 藤川博祥 ２０，０００
９ 関西天草郷友会 １０，０００ ２６ 堺亜琉 ４０，０００
１０ 東京熊本県人会（２名） ２０，０００ ２７ 荒木親洋 １０，０００
１１ 東京五和会 １０，０００ ２８ 桁山千鶴香 １０，０００
１２ 関東ふるさと苓北会 １０，０００ ２９ 柴田治美 １０，０００
１３ 関東有明会 １０，０００ ３０ 内田由美子 １０，０００
１４ 東京高浜会 １０，０００ ３１ 若松一喜 １０，０００
１５ 東京大江会 １０，０００ ３２ 松崎武久 １０，０００
１６ 東京河浦会 １０，０００ ３３ 野田とし子 ２，０００
１７ 東京天草四郎ふるさと会 １０，０００ ３４ 岩下幹子 ２，０００
１８ 東京佐伊津会 １０，０００ ３５ 天草町 １，０００

合　計 ３８０，０００

２０１９年度東京天草郷友会総会・懇親会収支報告書
収　入　の　部 支　出　の　部

総会会員会費 １，１１０，０００ 総会費 １，２９７，４４４

会友会費 ８２，０００ 来賓お土産代 １６，２００

ご来賓からのお祝金（地域会会長含む） ３８０，０００ 会員お土産代 １１０，７００

年会費預り ６８，０００ 会費預り ６８，０００

物産売上 ６３，３００ 青木屋 ４９，９２０

ゲスト出演料・アトラクション（原田悠里・天草二郎・
逢川まさき・ハイヤの会、音響他） ２２０，０００

事務通信費 ９６，１３６

クリーニング代 ８，７４８

会からの負担金 −１６３，８４８

収入合計 １，７０３，３００ 支出合計 １，７０３，３００

※今総会にも、多数の方々からご寄付、お祝い、福引景品の協賛を頂きました。紙面をお借りして御礼申し上げます。
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「ふるさと納税」で天草を応援してください
　住所が天草市外で１万円以上のご寄附をいた
だいた方に、お礼として天草市の特産品をお送
りしています。

〒863−8631　熊本県天草市東浜町8番1号
天草市役所総合政策部財政課
TEL：0969−27−5053　FAX:：0969−27−5033
電子メール：furusato@city.amakusa.lg.jp

郵便やFAXで
お申込の場合⇒

インターネット
「ふるさとチョイス」から⇒

【お申し込み方法など】

役　職 名　前 出身地
会 長 堺　　亜琉 龍ヶ岳

副 会 長

荒木　親洋 五　和
柴田　治美 苓　北
桁山千鶴香 五　和
上田　幸穂 天　草

幹 事 長 塚本　浩晴 松　島
副 幹 事 長 高戸　　昇 松　島
事 務 局 長 坂川　　武 龍ヶ岳
事務局次長 岡山　泰三 牛　深

天草情報担当
西田　勝年 苓　北
中井詔太郎 五　和
北辻　　進 本　渡

会 計 堺　　千種 龍ヶ岳

会 計 監 査
段下　正志 龍ヶ岳
若松　一喜 天　草

相 談 役

新　日出雄 本　渡
岩崎　八男 五　和
鳥羽瀬正一 五　和
園田　峯生 本　渡
藤川　博祥 新　和

特 別 顧 問

園田　雅宣 東京天草四郎
ふるさと会

今福　幸春 関東有明会
西　　末光 東京五和会
池田　誠治 東京牛深会
松山　英文 東京大江会
富永　英六 東京河浦会
田中　盛正 関東御所浦会
北内　寿夫 東京佐伊津会

谷山　弘行 関東ふるさと
新和会

緒方　　清 関東ふるさと
栖本会

町村　良之 東京高浜会
平田　俊清 東京本渡会

大仁田　淳 関東ふるさと
苓北会

部門 部長 アドバイザー 副部長

財務部

平山　敏明 新　和
富山　訓全 御所浦 赤石　洋子 本　渡
出口　定敏 姫　戸 満田　茂春 大矢野
山田慶次郎 姫　戸 藤川　寿子 新　和

担当幹事
湯沢　泰彦 新　和 倉田　蕃造 河　浦 野田としこ 本　渡

事業部

部長 アドバイザー 副部長

岩下　直記 龍ヶ岳
福田　耕司 牛　深 松元　　巧 新　和
井上　正三 五　和 中本　幸政 天　草
寺平　末廣 河　浦

担当幹事
大田　勝美 新　和 角元　賢謹 新　和 浅尾由美子 大矢野
津田志保子 苓　北 木村さよ子 苓　北

広報部

部長 アドバイザー 副部長

稲田　彰典 倉　岳 緒方　輝男 龍ヶ岳
小山　康志 新　和
山下　順子 新　和

担当幹事
川口　智光 大矢野 船元　益美 新　和

組織部

部長 アドバイザー 副部長

横田　吉弘 河　浦
清原　桂典 五　和 西岡　智彦 天　草
原田　幸徳 本　渡 田尻　鉄矢 五　和

担当幹事
伊藤　博通 本　渡 安達　大悟 河　浦

女性部

部長 アドバイザー 副部長

志茂　豊子 松　島
加藤　昭子 苓　北 岩崎　勝美 河　浦
釜﨑　初女 五　和 天羽　幾世 御所浦

担当幹事
伊藤　裕子 五　和 内野　多恵 大矢野 中村加津枝 苓　北
大槻　輝子 御所浦 岩井美佐子 御所浦 原田るみ子 栖　本
押方喜恵子 有明 荒木　次代 御所浦

青年部

部長 アドバイザー 副部長

若松孝市 姫　戸
長谷場亮祐 牛　深 松村潤乃輔 松　島
本田　治幸 姫　戸 渡邉　　健 栖　本

担当幹事
西岡　雅子 牛　深 松下　龍治 本　渡 山下　敏宏 本　渡
金子　良平 五　和

ディレクター 内田由美子 姫　戸

２０１９年度東京天草郷友会総会役員幹事組織表



東京天草郷友会 会報令和元（２０１9）年９月１日（7） 第１０９号

天草　１６名
中本　幸政
川原　利之
山本　春繁
松山　英文
西岡　智彦
木田　研一
竹森　　要
武田三千穂
上田　幸穂
薮本　房雄
森　　秋雄
若松　一喜
若松キヌ子
渡辺千恵子
鈴木みさ子
織田　祐子
有明　２０名
香月　秀廣
黒木　憲一
永濱　　巌
砂岡　俊宏
髙戸　三幸
赤城　一徳
柴田　英雄
明瀬　　建
柴田　健雄
入来　哲男
今福　幸春
天草　二郎

松崎　文男
黒木　良美
小川　廣美
河内　康宏
押方喜恵子
平山　直子
藪　　親晴
山本　弘子
五和　３４名
福井　幸人
清水　一男
久野　栄子
森本　雅生
清原　桂典
寺﨑　典男
浜崎　親志
宮嵜　大和
小林　惟邦
長濱　敏明
鳥羽瀬正一
吉野平八郎
小山　隆紹
桁山　輝雄
桁山千鶴香
岩崎　良昭
山本　忠義
猪口　孝一
浜﨑　照元
中井詔太郎
荒木　親洋

田尻　鉄矢
猪口　逸男
池田　光希
吉崎　大地
三澤　哲也
松下　一郎
金子　良平
釜崎　初女
金子　正明
岩崎いずみ
村上三保子
井上　正三
見咲えつ子
牛深　１３名
山﨑　義則
上　　元範
岩下　好夫
長谷場亮祐
兒島　五郎
福田　耕司
中道　俊信
笹原　亮二
下川　洋子
佐々木祐孝
吉川　栄生
岡部　佳子
荒井テルミ
大矢野　9名
古嶋　康義
内野　多恵

池谷　卓兒
田中　一俊
山田　民雄
園田　雅宣
川口　智光
小出　一郎
浅尾由美子
河浦１３名
富永　英六
安達　大悟
三宅　健富
倉田　蕃造
仁科　正男
坂本　初義
歳田　博文
岩﨑　勝美
東　　文昭
宮部　和代
寺平　末廣
横田　吉弘
大平　幸博
倉岳　5名
稲葉由起子
藤川　佐利
稲田　彰典
中本　雅幸
山並　義也
御所浦１０名
田中　盛正
木下　　誠

西浦ミチ子
西浦三喜男
天羽　幾世
松崎由基夫
荒木　次代
小平　三男
富山　訓全
大槻　輝子
新和　２４名
藤川　博祥
浦田　　建
鈴木　鈴美
清水　利人
川端　光広
中元　令士
清水　幸人
湯澤　泰彦
小野寺峰子
助村　隆典
小山　康志
山川　富也
山崎　忠雄
谷山　弘行
尾田　為人
高倉ヒロ子
平山　敏明
園田　達彦
山下　順子
松元　　巧
山崎　文男

船元　俊之
角元　賢謹
藤川　寿子
栖本　１２名
山口　安信
緒方　　清
山元　律子
吉田　眞一
倉田　清吾
岡田　松市
山口　数子
原田　敏明
福田　末隆
勝木　　隆
久保内総子
原田るみ子
姫戸　１１名
井上　　勉
前田　義明
内田由美子
甲田　敏明
出口　定敏
山田慶次郎
若松　孝市
山下　純二
木場　光市
本田　治幸
住本　國雄
本渡　３８名
渡辺　和則

新　日出雄
山下　康親
吉本　　守
園田　峯生
伊藤　博通
織田　　堅
板垣　壽朗
松尾　希一
大曲　　仁
新　　征男
赤石　洋子
原田　純吾
鈴木美知子
山田　敏房
嶋﨑　明治
井坂久美子
秋田　健二
松本マチ子
森下　幸造
野田とし子
松下　　治
池田　健治
野口　　明
光田　賢吾
原田　幸徳
松尾　和生
土黒　　実
玉田　元康
山口　誠一
北内　寿夫

鶴田　義久
山田　輝夫
藤田　和雄
小島　信雄
佐藤　節代
松田　浩幸
柏原芙紀子
松島１０名
松田　裕一
髙戸　　昇
塚本　浩晴
坂口　亜衣
大久保幸一
松村潤乃輔
加瀬　初美
清原ミツヨ
志茂　豊子
山下　重幸
龍ヶ岳１５名
堺　　亜琉
堺　　千種
坂川　　武
中野　重徳
緒方　輝男
西岡　捷平
下村　明広
瀧下　啓介
段下　正志
段下　文男
濱﨑　　明

岩下　直記
中　　直治
久保祐一郎
吉井　清博
苓北　１３名
大仁田　淳
松﨑　武久
黒瀬日出男
西田　勝年
柴田　治美
中村加津枝
西川　　登
金子　秀明
山崎　洋和
平方　和穂
津田志保子
木村さよ子
豊永　康子
会友　2名
逢川まさき
木村　　功

ご寄付者（６０名）
㈱OSTブレーン ９０，０００ 平山　敏明 ３，０００ 清水　利人 ３，０００ 富永　英文 ３，０００
塚本　浩晴 １０，０００ 武田三千穂 ３，０００ 野田とし子 ３，０００ 山川　富也 ３，０００
園田　峯生 １０，０００ 原田　敏明 ３，０００ 仁科　正男 ３，０００ 井上　正三 ３，０００
上田　幸穂 １０，０００ 北内　寿夫 ３，０００ 大曲　　仁 ３，０００ 池田　健治 ２，０００
安達　大悟 １０，０００ 清原　桂典 ３，０００ 稲葉由起子 ３，０００ 松尾　和生 １，０００
新　日出雄 ８，０００ 河内　康宏 ３，０００ 段下　文男 ３，０００ 松崎　文男 １，０００
山下　純二 ８，０００ 明瀬　　建 ３，０００ 鈴木美知子 ３，０００
岩下　直記 ８，０００ 中元　令士 ３，０００ 山下　康親 ３，０００
松崎由基夫 ８，０００ 下村　明広 ３，０００ 西浦三喜男、ミチ子 ３，０００
稲田　彰典 ８，０００ 天草　二郎 ３，０００ 加瀬　初美 ３，０００
中本　雅幸 ８，０００ 中本　幸政 ３，０００ 長谷場亮祐 ３，０００
光田　賢吾 ８，０００ 寺崎　典男 ３，０００ 上　　元範 ３，０００
西田　勝年 ８，０００ 小山　隆紹 ３，０００ 三宅　健富 ３，０００
今福　幸春 ８，０００ 園田　達彦 ３，０００ 黒瀬日出男 ３，０００
宮部　和代 ８，０００ 谷山　弘行 ３，０００ 薮本　房雄 ３，０００
田尻　鉄矢 ５，０００ 堺　　千種 ３，０００ 川原　利之 ３，０００
山本　春繁 ５，０００ 内野　多恵 ３，０００ 原田　幸徳 ３，０００
清原ミツヨ ５，０００ 田中　一俊 ３，０００ 岩崎　勝美 ３，０００ 合計　３４６，０００円

２０１９年度会費納入者一覧表（７月３１日現在）
会費納入者　２４５名� 合計４９０，０００円

維持会費（１６名）
堺　　亜琉 ５０，０００
荒木　親洋 ３０，０００
桁山千鶴香 ３０，０００
柴田　治美 ３０，０００
藤川　博祥 ３０，０００
緒方　輝男 ２０，０００
竹森　　要 ２０，０００
山﨑　義則 １０，０００
赤石　洋子 １０，０００
内田由美子 １０，０００
甲田　敏明 １０，０００
坂川　　武 １０，０００
塚本　浩晴 １０，０００
福田　耕司 １０，０００
中本　幸政 １０，０００
光田　賢吾 １０，０００

合計３００，０００円

事務局より ２０１９年度の会費・維持会費・ご寄付ありがとうございました。
■会の諸活動は、皆様の会費で運営致しております。
■�尚、会費・維持会費・ご寄付を頂いた方には、本来であれば領収書を送付すべきところですが、経費節減を図るため、会報に記載することで省略させ
て頂きます。万一記載漏れ等がございましたら、事務局までご連絡ください。対処させて頂きます。どうかご理解のほどよろしくお願いします。
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来
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
。「
天
草
ふ
る
さ
と
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
」

は
平
成
１２
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年
に
第
一
回
目
の
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
ア
テ
ネ
、
北
京
、
ロ

ン
ド
ン
、
来
年
東
京
と
２０
年
の
間
連
続
し
て
、
私

た
ち
天
草
出
身
者
其そ

れ

々ぞ
れ

の
出
身
市
町
の
冠
を
背
負

い
な
が
ら
、
和
気
藹
々
に
プ
レ
イ
す
る
ゴ
ル
フ
大

会
と
し
て
開
催
し
て
き
た
。
本
年
は
２０
ｔ
ｈ
の
記

念
大
会
と
し
て
、
さ
る
６
月
６
日（
木
）第
５
回
大

会
よ
り
１6
年
間
連
続
開
催
の
「
山
武
グ
リ
ー
ン
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」（
千
葉
県
）を
会
場
に
プ
レ
イ
。

一
日
中
、
爽
や
か
で
弾
ん
だ
声
が
山
武
杉
の
林
間

に
こ
だ
ま
し
て
い
た
。
近
年
は
ゴ
ル
フ
の
天
敵
、

雨
空
に
コ
ン
ペ
前
日
ま
で
、「
空
に
三
つ
廊
下
」

に
憂
鬱
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
関
東
の
入
梅

が
寝
坊
し
て
く
れ
た
か
？
翌
７
日
が
梅
雨
入
り
と

な
り
、
当
日
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
、
各
ホ
ー
ル

で
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

本
年
は
、「
逢
九
必
乱
」
の
年
ら
し
く
？
龍
ヶ

岳
町
が
個
人
成
績
１
位
２
位
３
位
、ワ
ン
・
ツ
ウ
・

ス
リ
ー
・
フ
ニ
ッ
シ
ュ
の
快
挙
！
！
完
全
優
勝
で

二
度
目
の
総
合
優
勝
カ
ッ
プ
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
。

　

個
人
優
勝
は
、
緒
方
輝
男
さ
ん
（
龍
ヶ
岳
）
レ

デ
ィ
ー
ス
優
勝
、
園
田
蓉
子
さ
ん
（
本
渡
）
シ
ニ

ア
優
勝
、
藤
田
和
雄
さ
ん
（
本
渡
）
と
其
々
ゴ
ル

フ
の
矜
持
を
示
さ
れ
た
よ
う
だ
。
な
お
、
栄
え
あ

る
ベ
ス
グ
ロ
賞
は
是
澤
来
福
さ
ん
（
河
浦
）
ス
コ

ア
“
7９
”
の
7０
代
流
石
で
あ
っ
た
。

　

当
会
世
話
人
会
で
は
、
大
会
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ

ー
毎
に
参
加
者
の
方
々
に
記
念
品
を
お
配
り
し
て

き
ま
し
た
。

　

１０
回
目
の
時
は
キ
ャ
ッ
プ
（
二
種
類
）、
今
回

は
大
会
名
入
り
の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル（
ス
リ
ク
ソ
ン
・

松
山
英
樹
プ
ロ
仕
様
）
を
記
念
品
と
し
た
。
益
々

ゴ
ル
フ
道
に
挑
戦
さ
れ
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
、
マ
イ
ゴ
ル
フ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
て

て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
１7
回
大
会
（
Ｈ
２8
）
で
は
熊
本
地
震
災

害
に
鑑
み
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
「
熊
本
地
震

チ
ャ
リ
テ
イ
大
会
」
と
銘
し
て
開
催
、
天
草
人
の

矜
持
を
示
し
て
き
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
作
成
販
売
、
そ
の
収
益
金
、
参
加
者
か
ら
の
義

援
金
等
、
総
額
１０
万
円
を
大
会
名
で
熊
本
地
震
義

援
金
と
し
た
。

　

ま
た
、基
本
的
に
は
大
会
で
の
各
賞
品
は
、ふ
る

さ
と
天
草
か
ら
取
り
寄
せ
た
物
産
品
を
活
用
し
て

き
ま
し
た
。故
郷
の
匂
い
が
す
る
商（
賞
）品
を
胸

に
平
成
か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
開
催
で
、
総
括
し

て
令
和
の
名
に
相
応
し
い「
美
し
い
調
和
」の
と
れ

天草「ふるさと対抗ゴルフ大会」
盛大に開催・有終の美！

第２０回

各特別賞
ベスグロ　是澤　来福（河浦）
ドラコン　三浦　健悦（河浦）
　　　　　村本　幸明（松島）
ニアピン　是澤　来福（河浦）
　　　　　小川　廣美（有明）

２０回大会までの団体成績

第２０回 天草ふるさと対抗ゴルフ大会総合成績

第１回 第９回第５回 第１３回第２回 第１０回第６回 第１４回第３回 第１１回第７回 第１５回第４回 第１２回第８回 第１７回 第１8回 第１９回第１６回

緑野カントリー

会場：千葉県　山武グリーンカントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

山武グリーン
カントリー倶楽部

ザ・プリビッジ
ゴルフクラブ

東千葉カントリー 緑野クラブ

優 勝
準優勝
第 3 位

河浦
苓北
新和

新和
河浦
五和

新和
河浦

ゲストチーム

新和
苓北
本渡

河浦
本渡
牛深

河浦
本渡
新和

牛深
河浦
有明

本渡
河浦
有明

新和
五和
牛深

新和
ゲストチーム
河浦

新和
五和
有明

五和
新和
有明

新和
有明
松島

本渡
河浦
有明

五和
有明
本渡

天草
五和
河浦

龍ケ岳・松島
有明
本渡

有明
河浦
五和

有明
河浦
五和

第
２０
回
ア
ニ
バ
サ
リ
ー
大
会

 

龍
ヶ
岳
二
度
目
の
優
勝
！

令
和
元
年
の
大
会
を
飾
る
！

個人の部
優勝　　緒方　輝男（龍ヶ岳）
準優勝　久保祐一郎（龍ヶ岳）
３位　　川島　宏文（龍ヶ岳）

レディースの部
優勝　　園田　蓉子（本渡）
準優勝　国田のぶ江（本渡）
３位　　柴田　茂子（有明）

シニアの部
優勝　　藤田　和雄（本渡）
準優勝　山下　登　（五和）
３位　　小山　隆紹（五和）

た
大
会
だ
っ
た
と
思
う
。

　

第
５
回
大
会
か
ら
１6

年
間
連
続
開
催
し
た
、

山
武
グ
リ
ー
ン
カ
ン
ト

リ
ー
さ
ん
に
は
、
天
草

出
身
者
の
老
年
壮
年
ゴ

ル
フ
ァ
ー
を
も
う
一

度
、純
粋
な
？
少
年
に
、

そ
し
て
少
女
に
返
し
て

く
れ
た
真
っ
青
な
フ
ェ

ア
ウ
エ
イ
を
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
周
辺
に
連
立

す
る
銘
木
山
武
杉
さ

ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
！

�

（
世
話
人
“
輝
”）

天草二郎殿（有明）木村トバ吉殿（ゲスト）堺　亜琉殿
（龍ヶ岳）寺平末廣殿（河浦）長谷場亮祐殿（牛深） 
藤川圭一殿（新和）本田治幸殿（姫戸）山武ＧＣ殿
＊ご協賛いただきありがとうございました。（各地域世話人一同）

「天草ふるさと対抗ゴルフ大会」へ
ご協賛者の皆様（順不同）

団体戦
優　勝　　龍ヶ岳チーム
準優勝　　河浦チーム
３　位　　新和チーム
４　位　　五和チーム
５　位　　牛深チーム
６　位　　有明チーム
７　位　　本渡チーム
８　位　　天草チーム

第
２０
ｔ
ｈ
「
６６
会
」

�

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
大
会
を
終
え
て

 

第
三
代
大
会
会
長　

寺
平
末
廣
（
河
浦
）

　

ふ
る
さ
と
天
草
は
、
昭
和

２０
年
代
の
終
わ
り
頃
、
市
町

村
合
併
に
よ
り
57
市
町
が
２

市
１3
町
（
平
成
の
合
併
で
２

市
１
町
）
に
な
り
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
平
成
１２
年
先
達
の
発
案
と
行
動
力
に

よ
っ
て
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
天
草
出
身
者
が
出
身

地
域
、
１5
市
町
毎
に
対
抗
戦
を
行
う
こ
と
で
、
相

互
の
親
睦
と
仲
間
を
広
め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
回
以
来
、
連
続
し
て
開

催
さ
れ
２０
年
間
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
ま
で
、

継
承
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
事
、
そ
の
間
８
年
間
大
会
会
長
と
し
て
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
曲
が
り
な
り
に

も
任
務
を
果
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

と
、
感
激
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
各
地

区
世
話
人
さ
ん
達
の
ご
努
力
に
加
え
、
コ
ン
ペ
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
方
々
、
多
い
回
は
１
５
０
人

あ
ま
り
と
、
平
均
１
２
０
〜
3０
人
の
参
加
を
頂
い

た
主
役
、
天
草
出
身
ゴ
ル
フ
ァ
ー
皆
様
の
お
陰
で

あ
り
ま
す
。
関
わ
っ
て
頂
い
た
全
て
の
方
々
、
お

一
人
お
ひ
と
り
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
起
こ
し
ま
す
に
、
近
年
、
大
会
の
時
期
は

関
東
の
梅
雨
入
り
前
後
と
重
な
り
、
ゴ
ル
フ
に
大

敵
の
空
模
様
に
一
喜
一
憂
し
た
こ
と
。
何
回
か
雨

に
見
舞
わ
れ
最
近
で
は
、
昨
年
も
午
後
は
カ
ッ
パ

の
お
出
ま
し
で
し
た
。
特
に
第
１5
回
大
会
は
大
雨

の
た
め
ハ
ー
フ
プ
レ
イ
で
中
止
と
気
を
も
ん
だ
こ

と
等
、
脳
裏
を
駆
け
巡
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
２０
ｔ
ｈ
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
大
会
を
無
事
終

え
、
初
期
の
目
的
は
概
ね
達
成
し
た
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
当
コ
ン
ペ
の
「
冠
」
は
一
つ
の
区
切

り
と
し
て
休
止
い
た
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
郷
土
愛
を
長
く
続
け
る
施
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
も
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
の
親
睦
会
が
継
続
で

き
ま
す
よ
う
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
毎
年
６
月
の
大
会
に
備
え
、
寒
い

２
月
初
旬
か
ら
各
種
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
さ
れ
た

各
地
域
の
世
話
人
の
方
々
、
そ
の
打
ち
合
せ
場
所

を
ご
提
供
頂
い
た
「
肥
後
の
屋
」
様
と
、
長
谷
場

社
長
（
牛
深
）
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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…�モデル？による正しいスイング軌道（１番ロング）とは？�…

… 「２０thの６６会」を飾った …　記録と記憶のレジェントたち（昭和の男令和まで）

…�ディフェンディングチャンピオン！�…

寺平大会会長挨拶
２０th大会無事終了に感無量！

レディースの部
優勝　園田蓉子さん（本渡）

何回目の優勝かしら
（＾＾♪オホホ！）

ベストグロス賞
是澤来福さん（河浦）

Score  out ３9 in４０  ７9立派！！

堺 初代大会会長挨拶
（現東京天草郷友会会長）

草創期を振り返り、継続・継承への感謝！

シニアの部　優勝
藤田和雄さん（本渡）

世はシニア時代まだまだ
力はあるよ！

トップスイング？
（寺平三代目大会会長）
切り返し（溜めは右股
関節に、まぁまぁかぁ！）

「インパクトのクラブフ
エースに気をつけろ！
なぁー」

「スイングの手本」完璧！
・ 第１２回（Ｈ２３）１３回（Ｈ２４）と連続エイジシュート（７７歳、７８歳時）

達成。（エイジシュート：１８ホールで年齢と同じか少ないスコア）
・ 第１３回大会ではベスグロ賞獲得。五和の２度の総合優勝に

貢献！真の立役者！ 
　＊ 後進へ一言：日頃からスクワットで下半身を鍛えること

「２０ｔｈ大会　表彰式にて」
・２０００年の第１回大会から延べ１9回のご参加！
・新和７回優勝、大会記録に貢献！立役者（影の？？）
・今大会も“9１”歳現役でのご参加、勿論最年長！
・俺「米寿の年がベストスコアかなぁー」　だって！？
＊本日の感想：スコアに不満だょ？！！「死ぬまでゴルフ」だ！

・ｉｎ１４番３打目「あれっ！下りに付けちゃったかぁ！」
・今大会は、生涯ゴルフ回数２、２9７ラウンド目でした。
・ ２００４年から１6回連続参加、総合優勝（１回，２位１回）・シニア優勝２回・

ＢＧ２回ＤＣ、他…１１月１１日コンペでも好成績！有明の２度の総合優勝に貢
献！真の立役者！

＊ 本日の感想：66会でエイジシュートを達成出来なかったことが心残り！残念！第
１７回大会では１打足りず。（ご自身のゴルフライフでは十数回達成とのこと）

大会でのエイジ
シューター
岩崎良昭さん

（五和）

長年、最年長参加
の記録保持者
助村隆典さん

（新和）

東京天草郷友会主催
各種ゴルフコンペ
でのレジェント
柴田健雄さん

（有明）

…�天草かたぎ�…

えっ　二郎ちゃん
「またスリーパット？」
ボーっと「生きてたん
じゃないよねぇー？？」

…�レジェント、ゴルフの神髄�…

夫婦仲良くラウンド
すること（柴田ご夫妻）
夫婦円満が好スコアを
生む要諦？

団体総合優勝！“龍ヶ岳”
二度目の優勝カップ授与！

（その名を記して名誉を称える？）

令和時代？初の個人優勝者
緒方輝男さん（龍ヶ岳）
「ウサギ小屋」には飾る

場所がなぁー？！

インパクト？
（堺 初代大会会長）
体の軸はいいよ！
悪くない！悪くないよ！

「さぁー 振り切れぇー！」

フニッシュ？
（藤川二代目大会会長）
（明治？いや令和には大
砲は無かった？）
朝イチ、ショットじぁまぁ
ＯＫか！「愛おしく誇ら
しいよぉー？」

ｏｕｔ２番２打目
小川廣美さん（有明）
あっ！右バンカー？

「やはり、トランプさん
と回らないと調子でな
いヮー！」
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東
京
天
草
郷
友

会
の
皆
さ
ま
、
そ

し
て
、
ふ
る
さ
と

苓
北
を
愛
す
る
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
苓
北
町
で
は
、
富
岡
城
か
ら
始
ま
る
歴

史
街
道
で
あ
る
富
岡
往
還
沿
線
に
存
在
す
る
文
化

財
や
歴
史
的
観
光
交
流
施
設
等
の
一
体
的
な
整
備

を
行
う
こ
と
で
、
観
光
客
と
地
域
住
民
と
の
交
流

を
促
進
す
る
と
共
に
町
の
魅
力
・
文
化
の
再
認
識

を
促
し
、
天
領
天
草
の
拠
点
都
市
で
あ
っ
た
苓
北

町
の
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
標
に
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

今
後
１０
年
間
（
２
０
１
９
〜
２
０
２
８
年
度
）
の

基
本
方
針
を
定
め
た
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定

し
、「
安
心
し
て
住
め
る
町
」「
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
町
」「
ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
町
」
の
３
つ
の

理
念
の
も
と
町
民
の
福
祉
向
上
へ
と
繋
が
る
各
種

ソ
フ
ト
面
の
施
策
も
同
時
に
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
、
苓

北
町
の
更
な
る
発
展
に
ご
尽
力
を
賜
れ
ば
幸
甚
で

ご
ざ
い
ま
す
。
重
ね
て
、美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、

奥
深
い
歴
史
の
上
に
立
つ
苓
北
町
を
、
よ
り
多
く

の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
へ
の
登
録

　

昨
年
１０
月
に
富
岡
港
船
客
待
合
所
（
き
ず
な
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
代
表
施
設
と
し
て
、
富
岡
城
及

び
町
内
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
史
跡
を
構
成
資
産
と
し

た
富
岡
港
周
辺
エ
リ
ア
が
、
国
土
交
通
省
の
「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」
の
登
録
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
と
は
、
地
域
住
民
の
交

流
や
観
光
の
振
興
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
「
み
な
と
」
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
促

進
す
る
た
め
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
振
興
の
取

り
組
み
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
施
設
と
し
て
登
録

さ
れ
る
も
の
で
す
。

あ
ま
く
さ
ト
ピ
ッ
ク
ス

苓北町長　田嶋章二

苓　

北　

編

　

熊
本
県
内
で
は
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
天
草
牛
深

（
平
成
２3
年
１１
月
２5
日
登
録
）
に
継
ぐ
２
か
所
目

と
な
り
、
苓
北
町
に
新
た
な
交
流
拠
点
が
完
成
し

ま
し
た
。

「
ツ
ツ
ジ
祭
り
・
天
の
川
西
遊
記
登
山
」

　

都
呂
々
の
木
場
地
区
で
は
毎
年
、
４
月
に
は
天

竺
ツ
ツ
ジ
祭
り
、
１１
月
に
は
天
竺
・
天
の
川
西
遊

記
登
山
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ツ
ツ
ジ
祭
り
で

は
、
約
４
，
５
０
０
本
の
ツ
ツ
ジ
が
登
山
者
を
お

出
迎
え
。ま
た
天
竺
・
天
の
川
西
遊
記
登
山
で
は
、

天
草
下
島
最
高
峰
「
天
竺
」（
標
高
約
５
３
８
ｍ
）

を
目
指
し
片
道
約
５
㎞
の
道
の
り
を
歩
き
ま
す
。

　

天
竺
で
は
、
春
は
彩
り
豊
か
な
花
木
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
秋
に
は
紅
葉
に
よ
る
季
節
の
深
ま
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
頂
ま
で
の
道
に

は
杉
林
が
そ
び
え
立
ち
、
山
道
を
抜
け
る
と
、
天

に
も
突
き
抜
け
る
よ
う
な
空
が
広
が
り
ま
す
。
山

頂
か
ら
見
る
３
６
０
度
大
パ
ノ
ラ
マ
の
景
色
は
壮

観
で
、
遠
く
は
長
崎
の
雲
仙
普
賢
岳
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

“
落
ち
な
い
”
御
利
益
の
「
御
城
印
」

　

苓
北
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る
富
岡

城
は
、
島
原
・
天
草
一
揆
の
舞
台
と
な
り
、
天
草

四
郎
を
総
大
将
と
す
る
一
揆
勢
と
幕
府
軍
が
攻
防

を
繰
り
広
げ
、
幕
府
側
の
必
死
の
守
り
で
落
城
は

免
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
由
来
し
、
場
内
に
あ

る
歴
史
資
料
館
で
は
今
年
４
月
か
ら
富
岡
城
登
城

記
念
「
御
城
印
（
ご
じ
ょ
う
い
ん
）」
の
販
売
を

始
め
ま
し
た
。

　
“
落
ち
な
い
”
城
富
岡
城
の
御
城
印
に
は
、
受

験
や
就
職
に
立
ち
向
か
う
人
へ
の
「
落
ち
な
い
」

ご
利
益
も
。
ま
た
、
富
岡
城
か
ら
の
眺
め
は
す
ば

ら
し
く
、
晴
れ
た
日
に
は
遠
く
島
原
半
島
ま
で
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上）みなとオアシスを代表施設の富岡港船客待合所

上）春には約４，５００本のツツジがお出迎え

左
）
山
頂
に
そ
び
え
る
富
岡
城

右
）“
落
ち
な
い
城
”
の
御
城
印
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天
下
無
双
の
上
品
「
天
草
陶
石
」

　

天
草
西
海
岸
に
産
す
る
天
草
陶
石
は
、
単
体
で

磁
器
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
世
界
的
に
も
珍
し
い

陶
磁
器
原
料
で
す
。
特
に
天
草
陶
石
で
作
ら
れ
た

製
品
は
、
そ
れ
以
外
の
陶
石
で
作
ら
れ
た
磁
器
製

品
と
比
べ
、
白
さ
に
濁
り
が
な
く
美
し
い
の
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、
天
草
陶
石
は
日
本
で
産
出
さ
れ

る
陶
磁
器
原
料
の
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
有

名
な
京
都
の
清
水
焼
や
佐
賀
の
有
田
焼
、
長
崎
の

波
佐
見
焼
の
主
原
料
は
天
草
陶
石
で
、
現
在
は
、

海
外
の
磁
器
産
地
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
発
明
家
で
あ
る
平
賀
源
内
が
、
天

草
陶
石
を
「
天
下
無
双
の
上
品
」
と
絶
賛
し
た
ほ

ど
質
は
素
晴
ら
し
く
、
全
国
の
陶
芸
家
よ
り
陶
芸

の
材
料
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

珍
し
い
形
で
す
！
「
お
っ
ぱ
い
岩
」

　

坂
瀬
川
の
西
川
内
区
の
海
岸
に
は
、
海
水
の
力

に
よ
っ
て
で
き
た
と
思
わ
れ
る
変
形
岩
で
、
女
性

の
乳
房
に
そ
っ
く
り
な
「
お
っ
ぱ
い
岩
」
と
呼
ば

れ
る
岩
が
あ
り
ま
す
。
大
き
さ
は
直
径
２
ｍ
ほ
ど

で
、
こ
の
岩
に
触
る
と
「
乳
の
出
が
良
く
な
る
」

や
「
乳
房
が
大
き
く
な
る
」
な
ど
の
御
利
益
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
苓
北
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し

て
、
休
日
問
わ
ず
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
お
っ
ぱ
い
岩
は
い
つ
で
も
見
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
干
潮
時
に
し
か
姿
を
現
さ
な
い

の
で
、
見
学
の
時
に
は
事
前
に
苓
北
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
潮
汐
表
の
確
認
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
秋
に
は
近
く
に
鳥
居
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で

す
。

上）潮が引いた時に現れる「おっぱい岩」

上）天草陶石を主原料とした作品（内田皿山焼）
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ひ
ご
の
屋

　 

長
谷
場
　
亮
祐

（
牛
深
出
身
）　　
　
　

（
ひ
ご
の
屋
グ
ル
ー
プ
）

　

青
山
店　

〒
107

−

0061�

港
区
北
青
山
三

−

十
二

−

七　
　

〇
三（
三
四
〇
六
）一
七
六
六

　

表
参
道
店　

〒
107

−

0062�

港
区
南
青
山
三

−

十
八

−

十
七　

〇
三（
三
四
二
三
）四
四
六
一

　

外
苑
前
店　

〒
107

−

0062�

港
区
南
青
山
二

−

二
七

−

二
八　

〇
三（
三
四
〇
三
）三
〇
七
九

◆
◆
株
式
会
社
　
藤
川
工
務
店

代
表
取
締
役

藤
川
　
圭
一
（
新
和
町
出
身
）

従
業
員
募
集
：
と
び
・
土
工
・
型
枠
大
工
・
鉄
筋
工
他

各
種
資
格
取
得
者
優
遇
す（
寮
完
備
）

概
ね
、
5０
歳
程
度
の
方
迄
と
い
た
し
ま
す
。

■
本
社

〒
223

−

0056�

横
浜
市
港
北
区
新
吉
田
町
五
七
八
〇
番
地
八
号

　
　
　
　

電　

話　

〇
四
五
（
五
九
二
）
五
〇
七
五

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
（
五
九
三
）
三
〇
一
八

■
関
東
事
務
所

〒
341

−

0005�

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一

−

一
三
二

−

一

　
　
　
　

電　

話　

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
六
六
五

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
六
六
五

有
限
会
社  

マ
キ
ノ
・
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役
　

岩
下
　
幹
子

〒
２
７
０

−

０
２
２
５

千
葉
県
野
田
市
平
井
２
３
０

電
話
／
０ 

４

−

７
１
９
８

−

１
１
２
３

【
三
ツ
堀
営
業
所
】〒
２
７
８

−

０
０
１
１

　
　
　

千
葉
県
野
田
市
三
ツ
堀
４
１
１

−

１
３
２

電
話
／
０ 

４

−

７
１
７
０

−

０
５
５
７

　

一
般
建
設
業　

と
び
、土
木
工
事

　

東
京
都
知
事
許
可
番
号（
般

−

２７
）第
１
２
４
４
７
２
号

株
式
会
社 

九ク

州ス

斗ト

建
設　

代
表
取
締
役
　

寺
平 

末
廣
（
河
浦
出
身
）

〒
１
２
１

−

０
８
２
３

東
京
都
足
立
区
伊
興
４

−

３

−

２�

４

電　

話
／
０�

３

−

６
８
０
７

−

１
５
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０�

３

−

６
８
０
７

−

１
５
０
６

いちご狩りと河津桜を楽しむ会
　東京天草郷友会で「いちご狩りと河津桜を楽しむ会」を平成3１年３月２日（日）に実施しました。参加者は２5名でした。
会は大いに盛り上がり楽しい１日を過ごすことができました。この時期、いちごと河津桜見物というと伊豆へ出かける
のが一般的ですが、参加者から「費用も安く品川から約１時間の三浦半島にこのような穴場があるとは初めて知った。
とても満足した。」と言っていただき幹事としてもやりがいのあるイベントとなりました。なお、堺会長はじめ有志から
多大な寄付を頂きましたことを、誌面をお借りしてお礼申し上げます。
　いちご狩りの場所は、京急長沢駅から歩いて１０分の「いちごハウス西脇」でした。品質がよく甘くて味のよいのが自
慢でした。また、河津桜は、京急三浦海岸駅から歩いて１０分ほどの京急沿線沿いに約１０００本が満開で、同時に菜の花も
咲き誇っていました。帰りは近くのマホロバ・マインズで昼食、お茶をした後、駅までバスで送ってもらい満足な１日
となりました。

東急三浦海岸−三崎口沿線の河津桜をバックに

実も大きく味も最高ですタイ！



ト
バ
セ
電
気
工
事
株
式
会
社

鳥
羽
瀬�

建
男
（
五
和
町
出
身
）

【
本
社
】〒
３
４
３

−

０
８
０
３

　
　
　

埼
玉
県
越
谷
市
砂
原
１
８
０

−

１

電　

話
／
０
４
８

−

９
７
０

−

１
１
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
４
８

−

９
７
０

−

１
１
２
９

【
東
海
支
社
】静
岡
県
三
島
市
平
田
１
７
４

−

１

〒
４
１
１

−

０
８
２
１

電　

話
／
０
５
５

−

９
７
３

−

３
７
１
１

社
会
福
祉
法
人 

明　

照　

園

理
事
長 　

 

三 

宅 

晃 

洋

熊
本
県
天
草
市
久
玉
町
一
二
七
三

－

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
六
九
）七
三

－

三
二
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
六
九
）七
三

－

三
三
〇
七

野
田
　
と
し
こ（本

渡
出
身
）　

〒
144

−

0051�

大
田
区
西
蒲
田
七

−

四
八

−

十
四

　

蒲
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
六
Ｆ

電　

話　

〇
三（
五
七
一
一
）三
一
五
六

（
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
西
口
下
車
ア
ー
ケ
ー
ド
街
）

ク
ラ
ブ　

赤　

石　
赤
石
　
洋
子

（
本
渡
出
身
）　

〒
104

−

0061�

東
京
都
中
央
区
銀
座
八
丁
目
八
番
七
号

銀
座
第
３
ソ
ワ
レ
ド
ビ
ル
５
Ｆ

電　

話　

〇
三（
三
五
七
三
）三
九
九
四
番

飲
食
代（
ひ
と
り
）５
，０
０
０
円
〜
６
，０
０
０
円

久
保
　
祐
一
郎

（
龍
ヶ
岳
出
身
）　

フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー

〒
104

−

0061�

東
京
都
中
央
区
銀
座
８

−

７

−

２０
ベ
ル
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

���

銀
座
ビ
ル
４
Ｆ

電　

話　

〇
三（
三
五
七
二
）一
六
六
一

携　

帯　

〇
九
〇（
二
四
〇
三
）四
四
一
四

東京天草郷友会 会報令和元（２０１9）年９月１日（13） 第１０９号

茨城大学教育学部４年　小嶋悠祐

私はＵターンします
東京天草育英会より

　この大学４年間で東京天草育英会
の皆様には様々な面でお世話になり
ました。関東にいらっしゃる天草出
身の方々とも実際にお話しなどを聞
かせていただく機会を何度かいただ
き、その度に先輩方の凄さや、天草
出身の方が幅広く活躍されているこ
とを知ることができました。
　高校を卒業してから初めて天草を
出て大学４年間を過ごしたことで、
外からの視点で天草を見ることがで
き、様々な発見や魅力を改めて知る
ことができました。このことは私の
大学４年間での大きな学びであった
と思います。
　また、天草をよりよい地域にして
いきたいと思うようにもなりまし
た。このように考えるようになった
のも東京天草育英会の方々のお蔭で
あり、とても感謝しています。
　また、４年間の奨学金の支援によ
り、大学生活も不自由なく充実して
過ごすことができました。
　卒業後は地元である熊本に戻り、
この大学４年間で学んだことを地元
に貢献していきたいと考えていま
す。現在、天草は観光地化に向けた
取り組みに力を入れているので、い
ずれはそういったものと絡めた天草
の発展に貢献していきたいと考えて
います。

　

小
雨
そ
ぼ
降
る
６
／
3０（
日
）正
午
、
御
茶
ノ
水

駅
近
く
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
役
員
幹
事
38

名
が
集
り
、２
０
１
９
年
度
「
東
京
天
草
郷
友
会
」

第
２
回
幹
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り

２
０
１
９
年
度「
東
京
天
草
郷
友
会
」

 

第
２
回
幹
事
会
開
催

会議の様子

に
向
か
っ
て
の
抱
負
等
、力
強
い
あ
い
さ
つ
の
後
、

会
長
か
ら
新
し
い
副
会
長
、
幹
事
長
、
部
長
、
幹

事
さ
ん
達
へ
の
委
嘱
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
事
務
局
か
ら
役
員
幹
事
組
織
、
部
会

担
当
の
確
認
・
説
明
が
あ
り
、
本
日
の
出
席
者
全

員
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
荒
木
副
会
長
か

ら
い
つ
も
の
温
か
い
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
岩
下
事
業
部
長
か
ら
７
／
２8

（
日
）の
釣
り
大
会
の
こ
と
や
バ
ス
旅
行
、
の
ど
自

慢
大
会
等
今
後
の
具
体
的
活
動
や
会
務
予
定
日
が

発
表
さ
れ
、
全
員
で
の
意
見
交
換
後
、
上
田
新
副

会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
一
部
の
会
議
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

会
二
部
は
会
場
を
隣
り
の
部
屋
に
移
し
、
各
部

長
を
囲
ん
で
先
輩
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
副
部
長
、
幹

事
さ
ん
達
で
部
会
毎
の
会
議
を
約
3０
分
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
や
っ
と
会
三
部
の
懇
親
会
。
長
年
会

に
貢
献
さ
れ
、
今
回
で
幹
事
を
勇
退
さ
れ
る
助
村

隆
典
大
先
輩
に
会
長
か
ら
花
束
の
贈
呈
が
行
わ

れ
、
助
村
様
に
想
い
出
話
と
乾
杯
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
乾
杯
後
は
部
会
の
話
や
総
会
の
反
省

会
に
花
が
咲
き
、
３
時
少
し
過
ぎ
、
桁
山
副
会
長

に
閉
会
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
第
２
回
幹
事
会

は
無
事
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。�

（
事
務
局
）

　

会
一
部
は

塚
本
新
幹
事

長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
、

初
頭
、
二
期

目
の
堺
会
長

か
ら
総
会
の

労
い
、
役
員

幹
事
の
現
行

体
制
継
続
と

新
幹
事
１１
名

の
承
認
、
活

動
基
本
計

画
、
新
年
度



会報「あまくさ」の発行賛助寄付者
会報の発行経費をご支援いただきありがとうございました！

行
政
書
士田

尻　

鉄
矢
（
五
和
）

板
橋
区
徳
丸
６

−

５

−

１０

社
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保
険
労
務
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段
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正
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事
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段
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区
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７
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８
パ

８
パ

２
ニ

５
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〒
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崎
市
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海
岸
九
九
〇

−

二
二【
友
山
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】

　
　
　
　
　
　
　

�

電　

話　

〇
四
六
七

−

八
二

−

〇
六
三
一

関
東
ふ
る
さ
と
新
和
会

会　

長　
　

谷
山
　
弘
行

　
　
　
　
　

役
員
一
同

事
務
局　

〒
２
７
３

−

０
１
２
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千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
中
央
２

−

６

−
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松
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工
務
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内

電　
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０
４
７

−

４
４
５

−

３
５
５
６　
　

令和元（２０１9）年９月１日 （14）東京天草郷友会 会報第１０９号

〜
世
界
遺
産
﨑
津
集
落
に�

�

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
お
墓
〜

　

天
草
レ
キ
バ
ナ
と
い
う
天
草
郷
土
史
の
勉
強

会
で
の
話
。

　
「
完
全
に
仏
教
式
の
お
墓
で
も
埋
葬
さ
れ
て

い
る
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
な
ら
そ
れ
は
キ
リ
シ
タ

ン
墓
と
言
っ
て
良
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
私

が
参
加
者
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。
多
少
議
論
と

な
り
ま
し
た
が
大
勢
は
「
そ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン

墓
と
呼
ん
で
良
い
」と
の
意
見
で
あ
り
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
は
天
草
に
は
人
知
れ
ず
仏
教
式
で

建
て
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
墓
っ
て
数
多
く
あ
り

そ
う
だ
ね
。
っ
と
話
し
て
い
た
ら
参
加
者
の
一

人
で
天
草
市
文
化
課
の
学
芸
員
さ
ん
が
「
じ
つ

は
﨑
津
で
そ
の
仏
教
式
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
を
調

べ
て
確
認
し
て
い
る
」
と
の
情
報
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
見
に
行
か
ね
ば
。
そ
う
思
い
立
ち

﨑
津
で
の
仏
教
式
キ
リ
シ
タ
ン
墓
を
見
に
行
く

計
画
を
た
て
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
そ
の
お
墓
に
埋
葬
さ
れ
て

い
る
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
わ
か
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
１
８
０
５
年
に
皆
さ
ん
ご
存
意
の

天
草
崩
れ
と
呼
ば
れ
る
事
件
が
あ
り
、
そ
の
時

に
し
っ
か
り
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
者
と
そ
う
で

な
い
者
と
分
け
ら
れ
た
名
簿
が
作
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
す
。
そ
れ
を
頼
り
に
お
墓
に
刻
ま
れ
た

姓
名
、
年
月
日
、
戒
名
な
ど
か
ら
こ
の
当
時
心

得
違
い
の
者
と
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た

人
の
お
墓
を
割
り
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
か
な
か
天
草
市
も
粋
な
調
査
し
ま
す
ね
ー
。

　

当
日
﨑
津
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
集

合
。
驚
い
た
こ
と
に
噂
を
聞
い
て
熊
日
の
記
者

さ
ん
も
飛
び
入
り
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は

諏
訪
神
社
に
安
全
を
願
い
参
拝
し
お
墓
に
向
か

う
こ
と
に
し
ま
す
。

　

目
標
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
は
そ
の
諏
訪
神
社
に

向
か
っ
て
左
側
の
崖
の
上
に
あ
り
ま
す
。
入
口

は
共
同
墓
地
か
ら
。
足
場
の
悪
い
道
を
登
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
一
番
最
初
に
見
つ
け
た
の
は

﨑
津
の
信
徒
組
織
で
水
方
と
い
う
幹
部
の
『
善

吉
』
さ
ん
の
お
墓
で
す
。
小
ぶ
り
で
す
が
立
派

な
仏
教
式
の
お
墓
で
す
。
善
吉
さ
ん
の
よ
う
な

偉
い
人
の
お
墓
は
信
徒
さ
ん
か
ら『
善
人
の
墓
』

ヨ
カ
ヒ
ト
ド
ン
ノ
ハ
カ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
説
明
を
同
行
し
て
く
れ
た
市
の
学
芸
員

さ
ん
か
ら
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

墓
碑
よ
ー
く
調
べ
る
と
す
ご
い
発
見
を
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
で
書
け
な
い
の
は
残
念

で
す
。
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
私
へ
ご
一
報
を
。

　

さ
て
、『
善
吉
』
さ
ん
の
墓
か
ら
さ
ら
に
山

を
登
り
奥
へ
進
み
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
お
墓
が

び
っ
し
り
あ
り
ま
す
。
倒
れ
た
墓
石
も
た
く
さ

ん
で
す
。
江
戸
後
期
﨑
津
村
は
キ
リ
シ
タ
ン
が

総
住
民
の
７
割
ほ
ど
。
と
い
う
こ
と
は
こ
の
お

墓
達
も
半
数
以
上
は
キ
リ
シ
タ
ン
墓
の
可
能
性

あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　

墓
地
の
最
上
段
に
位
置
す
る
地
点
。
こ
こ
は

浦
壁
、石
井
両
家
の
一
族
の
墓
地
の
よ
う
で
す
。

こ
の
場
所
で
『
傳
次
郎
』『
辰
五
郎
』『
松
之
助

妻
ナ
ツ
』
三
つ
の
仏
教
式
キ
リ
シ
タ
ン
墓
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
じ
場
所
で
謎
の
十
字
が
刻
ま
れ
た

お
墓
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

お
墓
は
ぜ
ひ
ご
自
分
の
目
で
見
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

　

世
界
遺
産
の
﨑
津
集
落
内
に
こ
の
よ
う
な
仏

教
形
式
に
装
わ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が
あ
る
こ

と
は
。
非
常
に
貴
重
で
あ
り
ま
す
。
大
い
に
広

め
て
世
界
中
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
後
世
に

残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

天
草
発
ふ
る
さ
と
の
昔

む
か
ー
し
の
昔
話

青木　賢治氏
天草市浜崎町在住／あおき屋（ふるさ
と味自慢の会）代表／天草レキバナ（天
草の歴史と昔話を話す会）の主催者
※ 東京天草郷友会総会に、物産販売で

度々ご協力いただいている。
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『
俳
句
と
天
草
の
仲
間
た
ち
』 

�

苓
洲
会　
　

本
田
　
治
幸

　

五
月
二
十
五
日
に
苓
洲
会
の
吟
行
を
行
い
ま
し

た
。
場
所
は
世
田
谷
区
内
に
あ
る
等
々
力
渓
谷
で

の
句
作
り
で
す
。

　

東
京
の
ど
真
ん
中
に
こ
ん
な
手
付
か
ず
の
自
然

が
あ
る
な
ん
て
、
し
か
も
横
穴
式
の
墓
群
が
あ
っ

た
り
し
て
驚
き
の
吟
行
で
し
た
。
都
内
の
主
な
庭

園
や
緑
地
を
沢
山
巡
り
ま
し
た
が
、
等
々
力
渓
谷

の
雰
囲
気
は
ま
る
で
違
い
ま
す
。
人
間
が
手
を
加

え
な
い
放
任
主
義
の
自
然
。
例
え
ば
こ
こ
の
コ
ケ

を
見
る
と
人
が
何
処
か
ら
か
持
っ
て
き
て
植
え
た

も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。
岩
や
土
壌
か
ら
染
み
出

す
水
に
生
か
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
年
月
を
か
け
て

深
い
緑
の
コ
ケ
が
群
生
し
て
い
る
の
で
す
。
山
を

登
る
手
前
に
綺
麗
な
白
い
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の

が
見
え
、
ス
マ
ホ
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
常
盤
露

草
と
い
っ
て
昭
和
の
初
期
に
日
本
に
入
っ
て
き
て

野
生
化
し
た
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
蜘
蛛
も
沢
山
い
て
き
れ
い
な
巣
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
飛
ん
で
引
っ
か
か
っ
て
く
る
小
昆

虫
を
餌
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
気
温
は
外
気

と
は
全
然
違
い
と
て
も
涼
し
い
。
朽
ち
か
け
た
木

の
根
が
そ
れ
こ
そ
古
代
か
ら
す
こ
し
づ
つ
枯
れ
て

き
た
よ
う
な
姿
で
私
た
ち
を
見
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
ん
な
等
々
力
渓
谷
の
自
然
を
真
近
か
に
見

て
自
然
が
つ
む
ぐ
造
形
に
魅
せ
ら
れ
た
一
日
で
し

た
。
で
も
私
た
ち
は
観
光
で
き
た
人
た
ち
の
満
足

し
き
っ
た
顔
と
は
違
っ
て
こ
れ
か
ら
句
を
詠
む
と

い
う
苦
心
惨
憺
の
時
間
を
過
ご
す
事
に
な
る
の
で

す
。
緊
張
の
時
間
で
す
。
一
人
４
句
を
こ
の
等
々

力
渓
谷
で
感
じ
た
り
、
見
た
り
し
た
事
を
頭
で
構

成
し
て
五
・
七
・
五
の
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に

俳
句
と
し
て
焼
き
付
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
な
ん
と
か
作
り
上
げ
た
も
の
を
投
句
し
清
記
表

を
作
り
ま
す
。
無
記
名
の
句
を
一
人
４
句
づ
つ
選

句
し
ま
す
。
そ
れ
を
各
人
が
評
を
し
合
い
、
最
後

に
岩
崎
先
生
に
よ
る
講
評
が
待
っ
て
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
で
見
る
所
の
『
夏
井
い
つ
き
先
生
』
よ
り
は

少
し
優
し
い
？
も
っ
と
厳
し
い
か
も
？
み
た
い
な

講
評
と
添
削
も
含
め
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
近
は
「
み
ん
な
上
手
く
な
っ
た
ね
」
と
お
褒

め
の
言
葉
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お

だ
て
り
ゃ
木
に
も
登
る
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
が

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
そ
れ
で
は
そ
の
成
果
を
ご
披
露
し
ま
す
。

　

湧
き
水
の
滴
る
先
に
こ
け
の
花　
　
　
　

平
山

　

湧
き
水
の
湿
る
歩
道
や
梅
雨
晴
れ
間　
　

志
茂

　

萍
の
残
せ
し
空
の
青
さ
か
な　
　
　
　
　

西
岡

　

風
薫
る
等
々
力
古
墳
の
歴
史
知
る　
　
　

本
田

　

五
月
晴
れ
等
々
力
渓
谷
風
渡
る　
　
　
　

今
福

　

等
々
力
や
木
漏
れ
日
の
下
岩
清
水　
　
　

山
下

　

新
緑
を
微
か
に
揺
ら
す
渓
の
風　
　
　
　

坂
川

　

渓
谷
の
帰
り
道
は
さ
わ
や
か
に　
　
　
　

岩
井

　
「
梅
雨
明
け
１０
日
」
今
年
の
釣
り
大
会
は
７
月

２8
日
で
あ
っ
た
。

　

週
間
天
気
予
報
で
は
、
５
日
前
か
ら
全
部
お
日

様
マ
ー
ク
が
並
ん
で
い
る
。
絶
対
大
丈
夫
と
言
う

事
で
皆
さ
ん
と
連
絡
を
取
り
合
い
楽
し
み
に
し
て

い
た
が
、
そ
の
次
の
日
に
は
突
然
、
南
海
上
に
熱

帯
低
気
圧
が
発
生
。
台
風
に
発
達
し
て
関
東
地
方

を
直
撃
、そ
の
土
日
上
陸
予
報
に
な
っ
て
し
ま
う
。

台
風
６
号
で
あ
る
。
各
位
予
定
も
あ
る
だ
ろ
う
か

ら
、
直
ち
に
「
中
止
」
の
連
絡
を
取
っ
た
。

　

実
際
に
は
少
し
そ
れ
て
陸
は
大
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
僚
船
か
ら
の
連
絡
で
は
、
や
は
り
海

は
相
当
荒
れ
て
い
た
ら
し
い
。
と
も
あ
れ
、
楽
し

み
に
し
て
い
た
み
な
さ
ん
「
ご
め
ん
な
さ
い
」。

　

さ
て
、
来
季
の
事
で
あ
る
。
こ
の
時
期
だ
と
丁

度
東
京
五
輪
の
最
中
に
な
る
。

　

そ
の
前
後
に
な
る
が
、
秋
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
。

今
現
在
私
の
独
断
で
は
、
５
月
〜
６
月
頃
が
最
適

と
思
わ
れ
る
。

　

４
月
の
総
会
で
は
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
予

定
。
残
念
で
し
た
が
、
来
年
度
に
乞
う
ご
期
待
！！

 

（
岩
下
直
記
）

釣
り
大
会
に
参
加
し
て

郷
友
会
釣
り
バ
カ
日
誌
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関
東
ふ
る
さ
と
栖
本
会

ん
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
楽
し
い
会
に
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

関
東
ふ
る
さ
と
栖
本
会
は
今
年
２7
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

も
天
草
郷
友
会
を
は
じ
め
、
各
ふ
る
さ
と
会
の
ご
支
援
の
お
蔭

と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
引
き
続
き
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

栖
本
町
は
、
美
し
い
自
然
を
活
か
し
、
カ
ッ
パ
祭
り
や
ヒ
マ

ワ
リ
観
賞
、
夏
の
花
火
大
会
や
栖
本
太
鼓
踊
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
名
所
・
旧
跡
も

多
く
、
河
童
ロ
マ
ン
館
（
温
泉
セ
ン
タ
ー
）
に
は
多
く
の
人
々

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
は
進
ん
で
お
り
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
か
つ
て
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
町
民
全
員
参
加
に
よ
る
町
づ
く
り

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
す
私
達

は
、
栖
本
町
を
懸
命
に
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
民
の
皆
さ

ん
に
、
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
帰
省
の

際
に
も
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
温
か
く

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
誠
に
有
難
き
ふ
る
さ
と
栖
本
で
す
。
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
会
員
の
発
掘
と
会
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
重
ね
て
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関東ふるさと栖本会

会長　緒方　清
　

こ
の
度
、
私

は
関
東
ふ
る
さ

と
栖
本
会
の
会

長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
歴

代
の
会
長
に
は

力
お
よ
び
ま
せ
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天草のお墓が気になるけど帰省できそうに
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年間５回のお墓そうじパック
【お盆前、お正月前、お彼岸（春・秋）前、命日など】

ダスキンライフケアにお任せ下されば、お墓
の、おそうじや、献花をご家族様に代わって
お伺いします　　　　　　　　　　　　　　

東
京
天
草
郷
友
会
を
応
援
し
ま
す
。

　
関
東
観
乗
寺
会
は
、
毎
年
９
月
最
後
の
日
曜
日

　
　
築
地
本
願
寺
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
皆
様
お
気
軽
に
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
今
年
は
９
月
２９
日（
日
）１０
時
開
催

　
　
　
　
　
電
話
０
９
６
９

−

６ 

２

−

０
５
１
７

関
東
御
所
浦
会

会　

長　
　
　

田
中
　
盛
正

副��

会��

長�

兼
事
務
局
長　

山
下
　
正
忠

事
務
局�

〒
243

−

0204�

神
奈
川
県
厚
木
市
鳶
尾
２

−

２４

−

１

−

305

電　

話　

０
４
６
（
２
４
１
）
９
４
９
０
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こ
の
度
、
組
織
部
部
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
組
織
部
と
し
て
第
一
回
目
の
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
会
を
開
催
し
、
多
数
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
講

師
の
お
話
そ
の
後
の
懇
親
会
と
有
意
義
だ
っ
た
と

の
声
も
頂
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
更
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
開
催
致
し
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
拡
が
り
と

新
た
な
メ
ン
バ
ー
発
掘
に
よ
り
、
東
京
天
草
郷
友

会
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。�

（
組
織
部
）
横
田　

吉
弘

　

こ
の
度
、
２
度
目
の
事
業
部
長
を
拝
命
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
、
龍
ヶ
岳
町
出
身
の
岩
下
で
す
。

思
え
ば
、
郷
友
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
１6
年

以
上
に
な
り
ま
し
た
。
ず
い
ぶ
ん
く
た
び
れ
て
参

り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
お
か
げ
で
や
っ
て
こ
れ
た

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
同
様
に
、
こ
の
東
京
天

草
郷
友
会
が
大
好
き
で
す
。
前
回
の
轍
を
ふ
ま
ぬ

様
、
又
、
皆
様
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
様
、
あ
と
一
息

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
皆
様
の

ご
協
力
の
程
、
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。�

（
事
業
部
）
岩
下　

直
記

　

こ
の
度
、
女
性
部
部
長
を
拝
命
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
松
島
町
出
身
の
志
茂
と
申
し
ま
す
。
女
性

部
活
動
方
針
は
、
恒
例
の
『
親
睦
バ
ス
旅
行
』
を

は
じ
め
、
女
性
部
員
を
中
心
に
会
員
の
親
睦
を
深

め
る
と
共
に
地
域
会
・
県
人
会
等
と
の
積
極
的
な

交
流
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
会
員
個
々
人

の
開
催
さ
れ
る
『
催
し
』
へ
の
協
力
・
応
援
も
努

め
る
所
存
で
す
。”
歴
史
あ
る
郷
友
会
の
運
営
”

に
お
役
立
ち
で
き
る
よ
う
、
務
め
て
ま
い
り
た
く

存
じ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
女
性
部
）
志
茂　

豊
子

　

こ
の
度
、
新
設
さ
れ
た
青
年
部
部
長
を
拝
命
致

し
ま
し
た
が
、
私
自
身
、
も
う
と
っ
く
に
還
暦
を

過
ぎ
、
青
年
で
は
無
い
の
で
ど
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
何
と
か
皆
様
の
期
待
に
添
え
る
様
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
郷
友
会
会
員
は
１
０
０
０
名
弱
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
が
、
老
、
壮
、
青
、
の
世
代
間
に
於
い

て
青
年
層
が
圧
倒
的
に
少
な
い
会
員
構
成
に
成
っ

て
お
り
、
１
２
０
年
弱
も
の
歴
史
有
る
郷
友
会
の

未
来
が
危
機
的
状
況
に
有
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

何
故
、
青
年
層
の
入
会
が
無
い
の
か
、
ど
ん
な

問
題
が
有
る
の
か
、
早
急
に
原
因
調
査
を
行
い
そ

の
対
応
策
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

先
ず
は
青
年
層
の
発
掘
を
行
い
、
積
極
的
に
寄

り
添
い
相
談
す
る
場
を
設
け
、ア
イ
デ
ア
を
募
り
、

ど
う
し
た
ら
魅
力
的
な
会
に
成
る
か
？
新
規
事
業

の
発
足
、
活
動
等
の
活
性
化
に
向
け
、
青
年
層
の

入
会
を
促
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
各
地
域
会
、
各
部
会
の
情
報
連
絡

の
サ
ポ
ー
ト
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
会
員
皆
様
の
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
青
年
部
）
若
松　

孝
市

　

青
天
の
霹
靂
で
す
。デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
は
何
…
。

各
部
署
を
裏
か
ら
い
ろ
い
ろ
手
伝
う
こ
と
。
会
長

の
返
事
で
す
。
鳥
羽
瀬
会
長
、
園
田
会
長
、
藤
川

会
長
、
堺
会
長
と
十
何
年
に
な
る
役
員
の
中
で
初

め
て
の
役
職
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
郷
友
会
、
地

域
会
、
会
員
の
皆
様
、
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
で

こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
は

皆
様
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
こ
の
役
職
を
全
う
出

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
処
で
お
会
い
し
て

も
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
内
田
由
美
子

　

引
き
続
き
今
年
度
も
広
報
部
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
、
倉
岳
町
出
身
の
稲
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
素
人
で
ま
っ
た
く
経
験
が
無
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
会
報
づ
く
り
と
い
う
会
に
と
っ
て
重
要

な
任
務
を
緒
方
大
先
輩
の
後
任
と
し
て
ご
指
名
を

受
け
ま
し
た
際
は
、
正
直
言
い
ま
し
て
自
信
が
無

く
て
果
た
し
て
私
で
務
ま
る
も
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
た
次
第
で
す
。
と
言
い
ま
す
の
も
、
緒
方
先
輩

の
作
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
会
報
を
拝
見
し
て
、
毎

号
あ
ま
り
に
も
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
し
た
の

で
、
後
任
と
し
て
と
て
も
真
似
は
不
可
能
だ
と
思

い
ま
し
た
。
印
刷
会
社
探
し
か
ら
、
記
事
を
最
終

的
に
製
本
す
る
ま
で
、
日
頃
は
実
務
を
し
な
い
私

自
身
に
と
っ
て
も
、
こ
の
任
務
は
大
変
勉
強
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
会
報
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
御
指
導
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

�

（
広
報
部
）
稲
田　

彰
典

各�

部�

長�

挨�

拶



女
性
部
だ
よ
り

行　程

1月19日
（１日目）

東京駅〜東名高速〜富士川SA（休憩）〜日本平富士山
夢テラス（昼食・見学）　（日）（八重洲北口8時50分集合）
中部横断道〜道の駅なんぶ（休憩）〜中央道〜上諏訪
温泉　上諏訪　朱白（ホテル泊）

1月20日
（２日目）

ホテル〜上諏訪大社・諏訪おんばしら館よいさ（見学）
〜中央道〜勝沼IC　（月）9：00発　勝沼ワイン工場
（見学。試飲・昼食）〜中央道〜東名高速〜東京駅　
16：30頃　到着、解散

　

女
性
部
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
、
恒
例
の
『
親

睦
バ
ス
旅
行
』
は
今
年
度
も
左
記
の
と
お
り
計
画

い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員
及
び
ご
家
族
等
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
志
茂　

豊
子
）

親睦バス旅行のご案内
日　程　令和2年1月19日(日)・20日(月)
旅行先　日本平と上諏訪温泉（長野県）
旅　費　男性　30,000円　女性　27,000円
問合先　東京天草郷友会　事務局　☎03-3６５1-1193
　　　　女性部部長：志茂　豊子　☎090-93６2-11５9 宿からの眺望日本平夢テラスより

（見どころ）　日本平夢テラス：標高300ｍの丘陵地で、歴史
的・文化的価値と快適な眺望を楽しめます。）（富士山をはじ
め、三保の松原、駿河湾、南アルプスなど）上諏訪温泉：
宿泊は、色と効能も異なる二つの源泉がある、双泉の宿「朱
白」。諏訪湖が一望できる宿で癒しませんか！上諏訪大社に
初詣、上諏訪おんばしら館では歴史に触れ、帰りは勝沼の
ワインを試飲。皆でワイワイ…たまにはいかがでしょうか！

令
和
２
年
度

東
京
天
草
郷
友
会
総
会
・

懇
親
会
の
ご
案
内

色
ん
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

�

企
画
し
ま
す
。

“
み
〜
ん
な
つ
れ
て
き
な
っ
せ

�
ま
っ
と
る
ば
い
”

東
京
天
草
郷
友
会
事
務
局

〒
１
３
２

－

０
０
２
１

東
京
都
江
戸
川
区
中
央
２

－

１

－

21
国
土
緑
化（
株
）内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

－

３
６
５
２

－

１
１
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

E-m
ail

：info@
am

akusa-gouyuukai.com

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉  

令
和
２
年
４
月
26
日（
日
）

期
日

10
時
30
分
よ
り

受
付

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス　

２
Ｆ　

高
千
穂
の
間

東
京
都
文
京
区
湯
島
１

－

７

－

５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

－

３
８
１
３

－

６
２
１
１

会
場

男
性
：
１
０
，
０
０
０
円

女
性
：　

８
，
０
０
０
円

青
年（
30
歳
迄
）：
５
，
０
０
０
円

会
費

11
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

総
会

JR中央線・総武線「御茶ノ水駅」聖橋口より徒歩5分
東京メトロ丸の内線「御茶ノ水駅」より徒歩5分
東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」より徒歩5分

交通機関

事
業
部
だ
よ
り

皆さんが熱唱される会場

開催日　　令和２年２月２日（日）　正午（12時）〜
開催場所　深川江戸資料館　小劇場（２Ｆ）
　〒13５－0021　東京都江東区白河１－３－2８　TEL03－3６30－８６2５
　 《アクセス》　都営大江戸線・メトロ半蔵門線　清澄白河駅下車（徒歩３〜５分）
　 　　　　　　都営バス（門前仲町駅前）門33系統清澄庭園前下車（徒歩３〜５分）
入場料（出場費含む）１人当り1,000円
内容　●地区別対抗とする ☆地区優勝チーム：上位３名の合計点トップチーム
　　　●部門別（４部門）で優勝を競う
　　　　①少年の部（５歳〜17歳）　②青年の部（1８歳〜４４歳）
　　　　③壮年の部（４５歳〜６9歳）　④熟年の部（70歳以上）
　　　●地区優勝チーム・各部門優勝者にはトロフィーを授与し深く栄誉を称える
出場条件　天草出身者とその縁故者　
　　　　　※あなたのお子さん、お孫さんを出さしてください。お願いします。

【お問合せ先】
　東京天草郷友会事務局
   〒132－0021
   江戸川区中央２－１－21 国土緑化（株）内
　TEL・FAX 03-3６５1-1193
　Mail info@amakusa－gouyuukai.com
   岩下直記
   携帯 090-232４-４203

第三回天草地域対抗のど自慢大会のお知らせ

令和元（２０１9）年９月１日 （18）東京天草郷友会 会報第１０９号

幹
事
会
だ
よ
り

２
０
１
９
年
度 

　

第
三
回
幹
事
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

令
和
元
年
１２
月
１
日（
日
）１２
時
〜
１5
時

場
所　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス　

３
Ｆ
白
鳳
の
間

会
費　

６
，
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す

��

あ
　
と
　
が
　
き  

　

令
和
元
年
も
瞬
く
間
に
後
半
に
入
り
ま
し
た
。

愈
々
、
来
年
２
０
２
０
年
７
月
２４
日
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
残
さ
れ
る
と
こ
ろ
あ
と
１０
ヶ
月
程
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
前
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
今
年
９
月
２０
日
よ
り
１１
月
２
日
ま
で
日
本
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
・
来
年
と
日
本
国
内
で
国

際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
大
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
日
本
経
済
に
も
大
き
く
好
循
環
を
果
た
す

こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
天
草
郷
友
会
の
会
報
１

０
９
号
を
漸
く
仕
上
げ
ま
し
て
無
事
に
皆
様
方
の

手
元
に
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
号
は
苓
北

町
役
場
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
表
紙
を
飾
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
会
報
の
中
身
も
今
後
は
従
来
の

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
代
わ
り
、
逐
次
新
し
い
コ
ラ

ム
の
掲
載
を
検
討
し
、
内
容
も
刷
新
し
て
い
く
予

定
で
す
。
折
角
の
皆
様
の
会
報
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
紙
面
へ
御
登
場
い
た

だ
け
れ
ば
、
会
報
を
作
成
す
る
側
と
し
ま
し
て
も

大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
が
会
報

作
成
に
当
た
り
一
番
苦
労
し
ま
す
の
は
、
い
つ
も

掲
載
記
事
を
集
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
り
良
き
会
報
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
ど

う
か
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
稲
田　

彰
典
）


